
 

 

入 札 説 明 書 
 

 沖縄県北部医療組合の公立沖縄北部医療センター用地に係る不動産鑑定評価
業務に係る入札公告に基づく入札等については、関係法令に定めるもののほ
か、この入札説明書によるものとする。 
１ 入札公告日 令和６年8月8日 
２ 契約担当者 

沖縄県北部医療組合 管理者 玉城 康裕 
〒905-0015 沖縄県名護市大南1-13-11 

３ 業務概要 
(1) 業務名称 公立沖縄北部医療センター用地に係る不動産鑑定評価業務 
(2) 業務内容 本業務は、公立沖縄北部医療センターの用地として沖縄県が所

有する土地を購入する為、適正な価格を算定する必要があり、
不動産鑑定士に当該用地の不動産鑑定業務を委託するものであ
る。 

鑑定評価土地：５７筆 
１０５，５８５㎡ 

(3) 業務仕様及び契約内容 別添仕様書、契約書（案）のとおり 
(4) 履行期限 令和６年１１月３０日 
(5) 予定価格 別紙参考資料のとおり算出 
(6) 募集等における主なスケジュール  
   入札公告    令和６年8月8日（木） 
   質問書提出期間 令和６年8月8日（木）～令和６年8月15日（木） 
   質問への回答  令和６年8月20日（火） 
   競争参加申込書提出及び入札保証金納付 

期間 令和６年8月8日（木）～令和６年8月21日（水） 
   競争参加資格確認結果通知期限 
           令和６年8月22日（木）まで 
   入札・開札日  令和６年8月27日（火） 
   契約      令和６年9月5日（木）まで 
 
(7) 再委託の禁止 



 

 

ア 受注者は、本業務における総合的企画及び判断並びに業務遂行管理部分
を、再委託してはならない。 

イ 受注者は、コピー、ワープロ、印刷、製本、計算処理（構造計算、設備
計算及び積算を除く）、トレース、資料整理等の簡易な業務を第三者に再
委託する場合は、発注者の承諾を得なくともよいものとする。 

ウ 受注者は、ア及びイに規定する業務以外の再委託に当たっては、発注者
の承諾を得なければならない。 

エ 受注者は、本業務を再委託する場合は、書面により再委託の受託者（以
下「協力者」という。）との契約関係を明確にしておくとともに、協力者
に対し本業務の実施について適切な指導、管理の下に本業務を実施しなけ
ればならない。 

 なお、協力者が不動産の鑑定評価に関する法律（ 昭和38年7月16日法律
第152号）（以下「不動産鑑定法」という。）第41条の規定に該当する期間
中の者であってはならない。 

４ 競争参加資格 
(1) 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の4の規定のいずれにも

該当しないこと。 
(2) 会社更生法（平成14 年法律第154 号）に基づき、更正手続開始の申し立

てがなされている者でないこと、又は民事再生法（平成11 年法律第225 号）
に基づき、再生手続開始の申し立てがなされている者でないこと。 

(3) 不動産鑑定法第22条第１項に基づく登録を受けている不動産鑑定業者で 
あること。 
(4) 令和元年４月１日から入札公告日までに完了又は引渡しが完了した名護市

内での地価公示法（昭和44年法律第49号）第２条第１項の規定に基づく、標
準地の鑑定評価（以下「公示地調査」という。）又は国土利用法施行令（昭
和49年政令387号）第９条の規定に基づく、基準地の鑑定評価（以下「基準地
調査」という。）の実績を有する不動産鑑定業者であること。 

(5) 入札に参加しようとする者の間に以下の基準のいずれかに該当する関係が
ないこと（基準に該当する者のすべてが共同企業体の代表者以外の構成員で
ある場合を除く。以下同じ。）。 

 なお、上記の関係がある場合に、辞退する者を決めることを目的に当事者間
で連絡を取ることは、入札心得書第７条第２項の規定に抵触するものではな



 

 

い。 
① 資本関係 
以下のいずれかに該当する二者の場合。 

ア 子会社等(会社法（平成17年法律第86号）第２条第３号の２の規定によ
る親会社等をいう。以下同じ。）と親会社等（同条第４号の２に規定する
親会社等をいう。以下同じ。）の関係にある場合 

イ 親会社等を同じくする子会社等同士の関係にある場合 
② 人的関係 
 以下のいずれかに該当する二者の場合。ただし、アについては、会社等
（会社法施行規則（平成18年法務省令第12号）第２条第３項第２号に規定す
る会社等をいう。以下同じ。）の一方が民事再生法（平成11年法律第225号）
第２条第４号に規定する再生手続が存続中の会社等又は再生会社（会社更生
法（平成14年法律第154号）第２条第７項に規定する更生会社をいう。）であ
る場合を除く。 

ア 一方の会社等の役員（会社法施行規則第２条第３項第３号に規定する役
員のうち、次の掲げる者をいう。以下同じ。）が、他方の会社等の役員を
現に兼ねている場合。 

(ｱ) 株式会社の取締役。ただし、次に掲げる者を除く。 
ｱ) 会社法第２条第11号の２に規定する監査等委員会設置会社における監

査等委員である取締役 
ｲ) 会社法第２条第12号に規定する指名委員会等設置会社における取締役 
ｳ) 会社法第２条第15号に規定する社外取締役 
ｴ) 会社法第348条第１項に規定する定款に別段の定めがある場合により業

務を執行しないこととされている取締役 
(ｲ) 会社法第402条に規定する指名委員会等設置会社の執行役 
(ｳ) 会社法第575条第１項に規定する持分会社（合名会社、合資会社又は合

同会社をいう。）の社員（同法第590条第１項に規定する定款に別段の定め
がある場合により業務を執行しないこととされている社員を除く。） 

(ｴ) 組合（共同企業体を含む。）の理事 
(ｵ) その他業務を執行する者であって、(ｱ)から(ｴ)までに掲げる者に準ずる

者 
イ 一方の会社等の役員が、他方の会社等の民事再生法第64条第２項又は会



 

 

社更生法第67条第１項の規定により選任された管財人（以下「管財人」と
いう。）を現に兼ねている場合 

ウ 一方の会社等の管財人が、他方の会社等の管財人を現に兼ねている場合 
③ その他入札の適正さが阻害されると認められる場合 
組合とその構成員が同一の入札に参加している場合及び上記①又は②と同視
しうる資本関係又は人的関係があると認められる場合。 

(6) 次のアからエに示す基準をすべて満たす不動産鑑定士が担当すること。 
ア 不動産鑑定法第４条及び第15条に基づく不動産鑑定士であること。 
イ 入札公告日の時点で申請者と直接的な雇用関係があること。 
ウ 令和元年４月１日から入札公告日までに完了又は引渡しが完了した名護

市内の鑑定評価の実績を有すること。 
エ 令和元年４月１日から入札公告日までに10万m2を超える一団の土地の鑑

定評価業務の実績を有すること 
(7) 不動産鑑定評価書を作成する不動産鑑定士は、不動産鑑定法第40条に規定

する懲戒処分の期間中ではないこと。 
(8) 不動産鑑定法第41条の規定に該当する期間中ではないこと。 
(9) 沖縄県本島内に事務所を設けている者であること。 
(10) 暴力団関係者の排除 

ア 都道府県警察から暴力団関係業者として地方公共団体が発注する工事等
から排除するよう要請があり、当該状態が継続している有資格者でない。 

イ 入札後、契約を締結するまでの間に、都道府県警察から暴力団関係業者
として地方公共団体が発注する工事等から排除するよう要請があり、当該状
態が継続している有資格者とは契約を行わない。 

5 担当部局 
〒905-0015 沖縄県名護市大南1-13-11 沖縄県北部合同庁舎 1階 
沖縄県北部医療組合 入札、契約手続きに関すること：総務課 
          業務の仕様等に関すること：施設整備課 
電話 0980-43-8053 FAX 0980-43-8193 
6 競争参加資格の確認等 
(1) 本競争の参加希望者は、上記４に掲げる競争参加資格を有することを証明
するため、次に従い、申請書等を提出し、契約担当者から競争参加資格の有無
について確認を受けなければならない。 



 

 

申請書等の提出は、次に示すとおりとする。 
ア 提出期間 令和６年8月8日から令和６年8月21日まで（行政機関の休日を
除く。）の毎日、午前９時から午後５時まで（正午から午後１時までの間を除
く。）。ただし、最終日は正午まで。 
イ 提出場所 上記5に同じ。 
ウ 提出方法 上記5に電送、郵送（書留郵便に限る。）若しくは託送（書留
郵便と同等のものに限る。）（以下「郵送等」という。）又は持参すること。 
(2) 申請書は、付紙第１により作成する。 
(3) 技術資料は、次に従い作成する。 
ア ４(3)の不動産鑑定業者の登録 
 不動産鑑定業者の登録状況のわかる証明書等の写しを添付する。 
イ ４(6)の不動産鑑定業者の公示地調査及び基準地調査の実績。 
 名護市内での公示地調査及び基準値調査の実績を記載する。 
 記載様式は付紙第２とする。 
ウ ４(6)アの担当を予定している不動産鑑定士の資格等 
 不動産鑑定士の資格証の写しを提出する。 
 なお、担当予定不動産鑑定士として複数の候補者を記載することができるも
のとする。また、同一の不動産鑑定士を重複して複数業務の担当予定不動産鑑
定士とすることは差し支えないものとするが、他の業務を落札したことにより
担当予定不動産鑑定士が担当することができないにもかかわらず入札した場合
においては、不正又は不誠実な行為として、取引停止等の措置を行うことがで
きるものとする。 
 入札後、落札者決定までの期間において、他の業務を落札したことにより担
当予定不動産鑑定士が担当できなくなった場合には、直ちにその旨の申し出を
行わせるものとする。この場合において、事実が認められた場合には、当該入
札を無効とする。 
 落札後、担当予定不動産鑑定士が担当できないことが明らかになった場合
は、不正又は不誠実な行為として、取引停止等の措置を行うことができるもの
とする。 
エ ４(6)ｳ、ｴの担当予定不動産鑑定士の鑑定評価業務実績 
 不動産鑑定評価業務の実績を記載する。 
記載様式は付紙第３とする。 



 

 

オ 契約書等の写し 
 不動産鑑定評価業務の実績として記載した業務に係る契約書の写し又は当該 
業務を証明する資料等の写しを提出する。 
(4) 競争参加資格の確認は、申請書等の提出期限をもって行うものとし、その
結果は申請時に提出された返信用封筒及び電子メール等により、令和６年8月
22日までに通知する。 
(5) その他 
ア 申請書等の作成及び提出に係る費用は、申請者の負担とする。 
イ 契約担当者は、提出された申請書等を競争参加資格の確認、入札・契約に
関する統計的分析及び入札・契約の透明性を確保するための検証以外に申請者
に無断で使用しない。 
ウ 提出された申請書等は、返却しない。 
エ 提出期限以降における申請書等の差し替え及び再提出は認めない。 
オ 申請書等に関する問い合わせ先は、上記5に同じ。 
7 競争参加資格がないと認めた者に対する理由の説明 
(1) 競争参加資格がないと認められた者は、契約担当者に対して競争参加資格
がないと認めた理由について、次に従い説明を求めることができる。 
ア 提出方法 
 書面（様式は自由とする。）を上記5に持参するものとし、郵送等によるも
のは受け付けない。 
イ 提出期間 
 上記6(4)の通知の日から令和６年8月23日まで（行政機関の休日を除く。） 
の毎日、午前９時から午後５時まで（正午から午後１時までの間を除く。）。 
(2) 契約担当者は、(1)により説明を求められたときは、令和６年8月26日まで
に説明を求めた者に対し書面により回答する。 
8 入札説明書に対する質問 
(1) 入札説明書に質問がある者は、契約担当者に対して、次に従い質問するこ
とができる。 
ア 提出方法 
 書面（様式は自由とする。）を上記5に電送、郵送等又は持参により提出す
る。 
イ 提出期間 



 

 

 令和６年8月15日まで（行政機関の休日を除く。）の毎日、午前９時から午 
後５時まで（正午から午後１時までの間を除く。）。 
 郵送等による場合は、令和６年8月15日午後５時必着。 
(2) (1)の質問に対する回答書は、令和６年8月7日から令和６年8月27日まで
（行政機関の休日を除く。）の毎日、午前９時から午後５時まで、沖縄県北部
医療組合ホームページの公募・入札ページにおいて閲覧に供する。 
(https://okinawahokubuiryo.jp/archives/category/public-recruitment-
bidding) 
9 入札保証金 

沖縄県北部医療組合財務規則第127条により準用する沖縄県財務規則第100
条の定めるところにより、入札保証金を納めなければならない。 

 入札保証金の金額等は、見積る契約金額の100分の５以上（契約保証の予約
にあっては100分の10以上）とする。 
 ただし、沖縄県北部医療組合財務規則第127条により準用する沖縄県財務規
則第100条第２項の各号に該当する場合は免除とする。 

(1) 保険会社との間に沖縄県北部医療組合を被保険者とする入札保証保険契約
を締結したものが入札に参加する場合。 
(2) 国（独立行政法人、公社及び公団を含む。）又は地方公共団体と種類及び
規模をほぼ同じくする契約を締結した実績を有し、これらのうち過去２箇年
の間に履行期限が到来した二以上の契約を全て誠実に履行したと認められる
者が入札に参加する場合。 

 なお、次の者は入札に関する条件に違反したものとして、その入札を無効
とする。 
1) 期限までに入札保証金の納付、若しくは納付に代わる上記1)、2)のいず

れかに係る書類の提出のない者 
2) 入札保証金の金額等並びに契約保証予約に係る額が上記の条件に満たな

い場合 
3) 入札保証金等の納付等に係る書類に不備があった場合 
また、一度提出された入札保証金の納付等の変更はできないものとする。 

 
 入札保証金の納付、または関連資料の提出期限：令和６年8月21日（水） 
 納付の方法 「入札保証金納付書発行依頼書」を提出。 



 

 

※事前に電話連絡すること。 
 契約担当者が発行する「歳入歳出外現金払込書」により金融機関で納付後、
上記提出期限までに当該受領書（写）を電送、または郵送にて提出すること。 

提出先 上記５に同じ 
10 契約保証金  

契約を結ぼうとする者は、沖縄県北部医療組合財務規則第127条により準用
する沖縄県財務規則第101条及び土木設計業務等委託契約約款第４条の定める
ところにより、契約保証金を納めなければならない。ただし、有価証券等の
提供又は銀行、契約担当者等が確実と認める金融機関若しくは保証事業会社
（公共工事の前払金保証事業に関する法律（昭和27年法律第184号）第２条第
４項に規定する保証事業会社をいう。）の保証をもって契約保証金の納付に
代えることができ、公共工事履行保証証券による保証を付し、又は履行保証
保険契約の締結を行った場合は、契約保証金を免除する。 

11 入札方法等 
(1) 入札書の提出日等 
紙入札方式のみ 
ア 提出期限 令和６年8月27日（火）午前9時50分まで 
イ 提出場所 上記5に同じ。 
ウ 提出方法 持参又は郵送等により提出を行う。 
 入札書を封筒に入れ、封緘し、封筒の表に「入札書在中」と朱書きし、入札
件名、開札日時及び会社名を記載すること。なお、郵送による場合は、上記5
宛てに電話連絡し、提出期限までに必着とする。 
(2) 落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の100分の10

に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときは、そ
の端数金額を切り捨てた金額）をもって落札価格とするので、入札参加者
は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを
問わず、見積った契約希望金額の110分の100に相当する金額を入札書に記載
する。 

(3) 第１回目の入札において落札者が決定しなかった場合は、再度入札に移行
する。 
(4) 入札執行回数は、原則として２回を限度とする。ただし、２回目の入札に
おいて落札者がいない場合は、３回目の入札を執行する場合もある。 



 

 

 なお、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第８号の規定による随意契約
は、特別な場合を除き適用しない。 
12 開 札 
(1) 開札の日時及び場所 

ア 開札日時 令和６年8月27日（火）午前10時00分 
イ 開札場所 沖縄県名護市大南1-13-11 沖縄県北部合同庁舎 

2階 森林整備保全課会議室A 
(2) 開札は(1)に掲げる日時及び場所において、入札者又はその代理人は立ち

会うことができるものとする。ただし、入札者又はその代理人が立ち会わな
い場合は、入札事務に関係の無い職員を立ち会わせて行う。 

(3) 第１回目の開札に立ち会わない場合でも、その者から提出された入札書は
有効なものとして取り扱う。 

(4) 第１回目の入札において落札者が決定しなかった場合、ただちに再度入札
に移行する。 

(5) 入札参加者が(3)の場合において、再度の入札を行うこととなったときは、
再度の入札を辞退したものとして取り扱う。 

(6) 落札者となるべき同価格の入札をした者が２人以上あるときは、くじへ移
行する。 

13 入札の無効 
(1) 次に掲げる入札は無効とする。 
ア 本公告において示した競争参加資格のない者のした入札 
イ 申請書等に虚偽の記載をした者のした入札 
ウ 入札心得書において示した条件等入札に関する条件に違反した入札 
 なお、契約担当者により競争参加資格のある旨確認された者であっても、開
札の時点において上記４に掲げる資格のないものは、競争参加資格のない者に
該当する。 
(2) (1)に該当する者が落札者であった場合は、落札決定を取消す。 
14 落札者の決定方法 
(1)沖縄県北部医療組合財務規則第127条の規定により準用される沖縄県財務規

則第123条の規定に基づいて作成された予定価格の制限の範囲内で最低の価格
をもって有効な入札を行った者を落札者とする。 

ただし、落札者となるべき者の入札価格によっては、その者により当該契



 

 

約の内容に適合した履行がされないおそれがあると認められるとき又はその
者と契約を締結することが公正な取引の秩序を乱すこととなるおそれがあっ
て著しく不適当であると認められるときは、予定価格の制限の範囲内の価格
をもって入札した他の者のうち最低の価格をもって入札した者を落札者とす
ることがある。 

(2) (1)の場合において、落札者となるべき同価格の入札をした者が二者以上あ
るときは、くじへ移行する。くじの実施方法等については、発注者から指示
をする。 

15 契約書作成の要否等 
 別冊契約書案により、契約書を作成するものとする。 
16 その他 
(1) 入札・契約の手続において使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通
貨に限る。 
(2) 入札参加者は、入札心得書及び契約書案を熟読し、入札心得書を遵守す
る。 
(3) 申請書等に虚偽の記載をした場合は、契約担当者から、取引停止等の措置
を行うことがある。 
(4) 入札参加申込書を提出した後に辞退する場合は(付紙第4)辞退届を提出する
こと。 
(5) 申請書等に記載した担当予定不動産鑑定士は、病休、死亡、退職等の極め
て特別な場合でやむを得ないとして、承認された場合のほかは、変更を認めな
い。病休等特別な理由によりやむを得ず担当予定不動産鑑定士を変更する場合
は、上記４(6)に掲げる基準を満たし、かつ、当初の担当予定不動産鑑定士と同
等以上と認められる者を担当としなければならない。 

  



 

 

 

 
付紙第１ 

 

一般競争参加資格確認申請書 
 

令和  年  月  日 
 

契約担当者 
   沖縄県北部医療組合 管理者 殿 
 
                  住    所 
                  商号又は名称 
                  代表者氏名             
 
 令和 年 月 日付けで入札公告のありました公立沖縄北部医療センター用
地に係る不動産鑑定評価業務に係る競争参加資格について確認されたく、入札
説明書6(3)アからオまでについて記載した書類を添えて申請します。 
 なお、地方自治法施行令第167条の4の規定に該当する者でないこと及び添付
書類の内容について相違ないことを誓約します。 
  
注： 返信用封筒として、表に申請者の住所･氏名を記載し、簡易書留料金分
を加えた所定の料金の切手を貼付した形長３号封筒を申請書と併せて提出して
下さい。 
 

  



 

 

付紙第２ 

不動産鑑定業者の登録状況 

登録区分・登録番号  

初回登録年月日  

更新登録年月日  

登録有効期限  

事務所の所在地  

名称又は所在地  

代表者の氏名（役職名等）  

※ 登録状況を確認できる証明書等の写しを添付 

 
公示地調査、基準地調査の実施件数 

期間 公示地調査 基準地調査 計 

令和元年4月1日～令和2年3月31日    

令和2年4月1日～令和3年3月31日    

令和3年4月1日～令和4年3月31日    

令和4年4月1日～令和5年3月31日    

令和5年4月1日～令和6年3月31日    

令和6年4月1日～入札公告日    

計    

※実績が確認できる書類の写しを添付 



 

 

付紙第３ 

担当予定不動産鑑定士 

氏 名  

登録番号・登録年月日  

令和元年４月１日から入札公告日までの鑑定評価の実績 

契約年月日 契約件名 鑑定件数 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

注： 記載する実績について、契約書等の写しを添付すること。 

  



 

 

（付紙第 4）辞退届 
 

令和  年  月  日 
 
 

沖縄県北部医療組合 管理者 あて 
 
 

所在地 
商号又は名称 
代表者           印 

 
 
 

辞 退 届 
 
 
 

公立沖縄北部医療センター用地に係る不動産鑑定評価業務について、入札参加を
辞退します。 
 


